職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
プラントエンジニアリング会社にて◯年間、石油精製・石油化学プラントの配管設計を担当してきました。基本設計ではプロセス部門と設計条件を確認しながらP&IDと機器配置の検討を行い、詳細設計ではAVEVA E3Dでの3Dモデル作成、CAESAR IIによる応力解析、アイソメ図・サポート図の作成までを一貫して担当しています。直近は増設プロジェクトで配管担当◯名のまとめ役を務め、施工性と保全性を確認しながら承認図までの工程管理を行いました。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：石油化学・エネルギー分野のプラント設計および建設を手がけるエンジニアリング会社（配管設計部門に所属）
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：プラント設計
【担当業務】
・石油精製プラント増設プロジェクトの配管基本設計・詳細設計（口径2B〜24B、圧力クラス150〜600）
・P&IDの作成とプロセス部門との設計条件・仕様の整合確認
・CAESAR IIによる配管応力解析とサポート仕様の検討
・AVEVA E3Dでの3Dモデル作成、干渉確認、機器配置図・アイソメ図・サポート図の作成と承認図対応
【実績】
・詳細設計初期から機器・電気計装部門と合同の3Dモデルレビューを週◯回実施し、図面確定前に干渉箇所◯件を修正。現地施工中の配管手直し依頼を◯件に抑えた
・ポンプ周りの配管ルートとサポート配置を見直し、応力条件を満たしたまま配管材料の数量を約◯%削減（プロジェクト規模：約◯億円）


■活かせる経験・知識・スキル
・配管基本設計・詳細設計、P&IDの作成と読解
・AVEVA E3D／AutoCAD Plant 3D／Navisworksによる3Dモデリングと干渉確認
・CAESAR IIによる配管応力・フレキシビリティ解析、サポート検討
・ASME B31.3・API規格に基づく配管仕様の確認、機器配置・保全スペースの検討
■資格
・高圧ガス製造保安責任者 甲種機械（20XX年X月取得）
・TOEIC ◯点
■自己PR
3Dモデルを使った早期の干渉確認と、関係部門への確認手順の整備が私の強みです。増設プロジェクトでは機器・電気計装の担当者と週◯回のモデルレビューを設定し、架構やケーブルトレイとの干渉、弁操作・保全スペースの確保を図面確定前に洗い出す運用を定着させ、現地施工中の配管干渉に起因する手直し依頼を◯件まで抑えました。貴社でも設計初期から関係分野を巻き込んだレビューを回し、現地での手戻りとコストの発生を抑える設計を進めたいと考えています。
以上
